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 保護者の気づきを大切に（子育て親育ち） 

 

１．保護者・施設職員みなさんと，ともに高まる家庭教育学級 

 

・テーマ 金銭教育（シリーズ）～実はお金じゃないかも～ 

・会 場 飛騨慈光会 児童福祉施設 

・１回目(5/13) ２回目(6/26) ３回目(8/26)  

・プレゼン（20 分），交流（10 分），まとめ（10分） 

・対象者：保護者および施設職員 

 

４月，施設長さんより，生活支援に向けスタートした家庭

教育学級（金銭教育）。当初より，施設職員のみなさんが，

保護者のみなさんとともに学び，自ら目標を立てて取り組

み始めた姿がすばらしい。回を重ねる度に，保護者と施設職

員の一体感のあるすばらしい家庭教育学級に育っています。 

 

＜保護者の感想＞ 

・今までで一番長続きしています。始めてみると結構楽   

しくなりました。 

・お金の話だけれどそれだけではない。何かのきっかけ 

になったり，自信につながったり。 

・親の姿を見て，子どもがお金の大切さを学ぶことはとて  

もよいことだと思います。 

・もう少し，学校でのできごとに耳を傾けていきたいな 

と思いました。 

 

＜職員の感想＞ 

・夢をもって，まず自分がやってみて子どもに伝えられ 

る親になりたいです。 

・前回いただいたカードを見た娘が，チェック     

係を進んでやってくれました。目標を書かないでいたら，「○○に行って高級デザートを  

食べる」と書いてありました。 

・「貯金する」ということから，積み重ねの大切さ，子育てにも当てはまることなど，様々  

な“気づき”につながっていることが，ありがたいです。 

令和２年９月 30 日発行 ＮＯ８ 

飛騨県事務所 振興防災課 振興防災係 

家庭教育推進専門職 ： 水 口 悟 

TEL：0577－33－1111（内線 235） 

E-mail：mizuguchi-satoru＠pref.gifu.lg.jp 

 

tel:0577


 

                               

 

 

２．９月より再開・・・こんなときだからこそ，何かしたい！ 

  

 小中学校が再開した６月，家庭教育支援チームは動き出しました。「このまま何もしなくてもいいの？」 

「私たちにできることがあるはず」「リモートカフェの可能性は？」お楽しみの手づくりお菓子の提供

は諦めなくてはいけないけれど，一番大切なのはママたちの交流の場を作ること。たとえ参加者が一人

でも・・・。スタッフ会議では一人一人の熱い想いが語られ，できることを精一杯やっていくことで意

見は一致。きめ細かいコロナ対策も話し合われ，９月からの開催にこぎつけました。 

 今年度初めてのカフェは３組でした。６か月ぶりです。「久しぶりにゆっくり話せました」「悩んでい

たことを相談できて良かったです」「また来月も来ます！」と笑顔で話すママたちに接し，スタッフもま

た嬉しそうでした。 

 下呂市家庭教育支援チームは，１３年間の取組の成果が評価され，昨年度「文部科学大臣表彰」を受

賞しました。スタッフは，身近な地域の先輩ママたち。市外から来たママの孤独さや家庭で一人悩むマ

マの気持ちを子育ての経験から知っています。だからこそ，「下呂で子育てできて良かったと感じても

らいたい」という願いを持ち，ママたちに寄り添います。ぐずった赤ちゃんを気にかけるママの姿があ

ると，すぐに察知し代わりに優しくあやしてくれます。その支えのおかげでママたちは安心して，カフ

ェの時間を過ごすのです。‘地域みんなで子育てを’・・・地域の方々の温かさが，下呂のママたちを元

気にしています！ (下呂市役所 市民活動推進課 家庭教育担当 田口) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．高山市校長会 研修会：「家庭教育の推進」(９/17) 

 

〇学校が長期休業すると，全ての教育活動がストップしてしまう？ 

〇学校でできることが，家庭（地域）でもできるようになるための連携 

〇コロナ禍だからこそ，家庭・地域と協働し子育て・教育することの大切さ 

学校教育と家庭教育のパイプ役としてお役に立つことがあれば幸いです。

今後とも宜しくお願いいたします。‘通信【飛騨っ子】を楽しみにしている’

という声を聞き，嬉しい限りです。何卒，一手間かけＰＴＡ役員の皆さんに届

け広げて頂けることを願っております。 

大きくなったね～   希望のひまわり  高山幼稚園 

ママの元気は，子どもの元気 

赤ちゃんカフェ・ＵＰカフェ 

下呂市の委託事業として，下呂市家庭

教育支援チーム（地域の先輩ママたち

によって構成）が運営しています！ 

 

「マスクしてると話が聞こえにくい

みたい」「グループの人数は何人が

ベスト？」 

カフェの後は、すぐにスタッフ会

議で振り返りをします。気づいたこ

とは即改善。支援チームの、より良

いものを取り入れる謙虚な姿勢とチ

ャレンジ精神には、いつも頭が下が

ります。13 年も続く秘訣は、ここ

にあるのかもしれません。 


